
旬菜レシピ 自然西脇の自然今月の旬菜レシピ 第518回

　キリの木によく似ていますが、５
月ごろに枝先に白い花を咲かせるの
がシナアブラギリです。１本の木か
ら雄花と雌花が別々に咲きます。
　栽培用として中国から持ち込まれ
た植物で、種子から桐油を搾り取り、
ペンキやニス、油紙の製造に利用さ
れ、和傘にも塗られたようです。
60年ほど前の小学校の置き傘を思
い出します。竹製で重たく、また学
校名が大きく書かれており、開くと
「ベリベリ」と音がしたものです。
当時は番傘とも呼ばれ、各家庭にも
置いてあったように思います。
　栽培用の木として人家近辺で見ら
れるようになりましたが、最近では
数が少なくなりました。

新タマネギの肉詰めスープ
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北はりま旬菜館の〝旬野菜〟を
使ったレシピをお届けします。
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＜新タマネギ＞
　今が旬の新タマネギは冬を越して甘みを増してい
ます。新陳代謝を活発にし、血液をサラサラにする
と言われる、におい成分のアリシンを含んでいます。
特に新タマネギは出荷される時期が限られているた
め、ぜひこの時期にお召し上がりください。

【材　料】
タマネギ……………
ひき肉……………
（牛・豚合挽）
ショウガ……………
しょうゆ………
水………………
コンソメスープ……
の素（固形）
塩・コショウ………

（2人分）
２個
100ｇ

少々
小さじ２
３カップ
２個

少々

【作り方】
① タマネギの皮をむき、上から１/３を切り落とす。
② タマネギの中身をくり抜く。くり抜いた中身はみじん切りにする。
　 ショウガもみじん切りにする。
③ ボウルにひき肉、みじん切りしたタマネギ、ショウガ、しょうゆを
　 入れて混ぜ合わせる。
④ 中身をくりぬいたタマネギに③を詰める。
⑤ 鍋に④を入れ、水、コンソメスープの素を入れてふたをし、20分間
　 弱めの中火で煮込む。
⑥ 煮込み終われば、塩・コショウで味を整え、完成♪
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